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均1.6μM h-1）、極楽寺山南側斜吾（0.21μ斑 h-1）、北側斜面（0.024μM h-1）の類で、あった。ま
たこれらの地点でのOHラジカル生成の寄与は、大部分が亜硝酸から生成するとの報告と一致した。
露中化学成分の分解過程について検討した結果、 OHラジカノレによる分解速度が大きな化学成分は、
亜硝酸イオンとギ酸イオンであり、東広島において平均でそれぞれ0.54μM註一人 O.lOμM註－1であ
主
大気接相中有機酸の濃妻、沈着量および発生源に関する研究 189 
ることが分かった。これらの成分は他の化学成分と比較して、光化学的およびその砲の過程から生
成したOHラジカルによる分解の寄与が著しく大きいことが示唆された。
統計解析と簡単なモデ、／レ計算から、統計的に亀の化学成分と挙動が異なった露中の酢酸および亜
硝酸の主な起源は、大気中のガス態で存在する成分であると考えられた。一方で露中のアンモニウ
ムイオンも、同様に大気中のアンモニアガスの寄与が大きいものの、粒子態の寄与も無視できない
ことが分かった。
第4章 人為起源としての自動車排ガス中有機重量の測定と発生量の見積り
自動車由来の有機酸の寄与を見積るため、自動車排ガス中の有機震愛護度の棋定を行った。排ガス
中有識酸は、 pptv-ppmvの幅広い範囲で検出された。ガソリン車の平均濃度はギ酸59.7ppbv、f
酸327ppbv、プロピオン酸12.lppbv、シュウ酸0.76ppbvと酢酸が最大で、この傾向はどの車種でも
共通に晃られた。ガソリン車に比較して、ディーゼル車および二輪車の有機酸濃度は高く、特に二
輪車の酢酸は澱定した2車種ともppmvオーダーだった。エンジンの排気量、走行距離と有機酸濃度
の相関も認められないことから、エンジン機講や排ガス浄化装量の違いが有機酸護度に大きく左右
すると考えられた。排ガスと大気液棺中有機酸濃慶比を比較した結果、降水よりも露の方がディー
ゼ、／レ車、ガソヲン車と近い僅を取った。これは地表付近の大気の影響を反映し、降水よりも露の方
が、自動車排ガスによる有機酸の寄与がより大きいことを示唆している。
以上のデータを捷用して宮本国内における自動車由来の有機酸年間発生量を試算した結果、ギ酸
3000トン、酢酸5300トン、プロピオン酸460トン、シュウ酸79トンとなった。さらにこれらの大気中
有機酸への寄与を、一酸化炭素を指標として計算した結果、ギ酸41%、酢酸18%だった。以上の結果、
本研究によって初めて、自動車起源の有機酸量の見積りを行うことができた。今後、大気、排ガス
濃度のデータの積み重ね、モデ、ノレ許算の検討を行い、さらに精麦を高める必要があると思われる。
第5章総合考察
本博士論文を総括し、以下のようにまとめた。降水中有機酸は数μM存在し、濃度および沈着量、
酸性物賓の割合は明瞭な季節変化を示した。年間沈着量を計葬すると、ギ酸、酢酸いずれも乾性沈
着量は全沈着量のそれぞれ71%および92%を占めていると計算された。
東rt.島における露中有機酸濃度は降水のそれと比較すると、ギ酸と酢酸は数催程度高く、シュウ
離は詞程度だ、った。また東rt.島での最性物質の割合を比較すると、降水よりも有機酸や重硝酸の割
合が高いことが分かった。 OHラジカルによる露中化学成分の分解過程を検討した結果、ギ酸イオン
と亜硝酸イオンの分解速変が飽の成分より大きいことが明らかとなった。
自動車排ガス中の有機酸の測定の結果から、日本国内の自動車からの有機酸年開発生量は、数十～
数千トンのレベルと試葬された。これらの大気中有機酸への寄与は、ギ酸と酢酸でそれぞれ41%、18%
と推測された。本研究により初めて、自動車かちの有機酸発生量の晃積りを行うことができた。
